西病棟チームカンファレンス記録
	
	A.O.M
	S.G.M
	

	平成１９年　１月　１８日（金）
　　　　司会者　外城　祐子　記録者　水上　由佳子
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・中級試験が２/５(火)～２/７(木)まで行われます。該当者は受けるようにして下さい。

・西ＢユニットのＰＨＳ(126)が充電できなかった為、新しいＰＨＳ(126)がきました。今後はリーダーが持つようにして下さい。

・異動希望、上司評価の用紙がスタッフファイルに入っているので各自記入をし、２/８(金)

までに中村ＳＧＭへ提出して下さい。

・２/１(金)１７時～家族看護に関する研修が行われます。参加したいスタッフは中村ＳＧＭまでお願いします。

・患者様のカルテに処方箋の半券を貼る際、名前を間違えずに貼るように気をつけて下さい。また、用紙に穴をあける時は、ずれないようにあけるようにしましょう。

・担当患者様の看護計画が実施されているのか･患者様に合っているのか担当スタッフは見直すようにして下さい。

・１/２３(水)から料理教室が始まります。西病棟の患者様で参加する方は、駒木　洋士様･蛭名　豊美様･大橋　照子様･金沢　洋子様･小笠原　禮子様です。主治医の許可はでています。記録は、パソコン入力と病棟の記録用紙の記載お願いします。

　費用は、患者様の入院費から１００円～２００円引かれています。

　企画書は、１/２３(水)までデスクマットに挟んであります。各自確認をして下さい。　１/２３(水)以降は、計画書用ファイルに挟まっています。

＜アルコール依存症治療プログラムについて＞

再スタートミーティングの手順をファイルに明記していますので、確認しながら実施してください。　

＜患者様連絡事項＞

・堀越　由紀子様～退院時処方１０日分処方となっています。退院時に紹介状を忘れずに渡して下さい。

・神代　達也様～退院時処方１４日分処方となっています。退院時に紹介状を忘れずに渡して下さい。

・長野　房子様～本日、朝食の拒否ありました。最近、食事の拒否見られており間食を多く摂取されています。規則正しい生活をしてもらい食事を摂取して頂くように促していきましょう。

・畑中　徹様～１/１９(土)１１時～１/２０(日)１６時まで外泊希望あり主治医より許可でています。外泊へ行く際、服薬時の注意事項の説明を忘れずに行ってください。

・嶋本　岩松様～１/１９(土)１４:３０～１/２０(日)１６時まで外泊希望あり主治医より許可でています。外泊へ行く際、服薬時の注意事項の説明を忘れずに行ってください。

・鷹巣　淳一様～左膝痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏が処方となっています。

・駒木　洋士様～父親の３回忌法要の為、外泊希望がでています。　　　　　　　　　　　１/２０(日)１０時～１/２１(月)１６:３０までです。主治医の許可はでています。

・大久保　康弘様～昨日、寒気の訴えあり入浴拒否されています。本日体温測定をし、体温３６℃と発熱なく昨日よりは寒気はないと話されています。

・中村　マス様～本人より、便に血が混ざっていると訴え聞かれています。

　　　　　　　　痔がある為、肛門と排便の観察を行っていきましょう。

・石切　久様～生活保護の申請をした為、調査が行われます。１/２２(火)１５:３０～西ミーティングルームであります。本人へは、末政ＳＷから伝えるとの事です。

＜転入患者様＞

・津嶋　イチ子様(４５)　　主病名：統合失調症　入院形態：医療保護入院　　　　　　　主治医：安ヶ平Ｄｒ　担当Ｎｓ：外城Ｎｓ・山田ＣＷ

　　　　　　　　　　　　活動・ＯＴ：Ａグループ　食事：常菜の軽食

　　　　　　　　　　　　ＳＳＴ：未導入　皮膚科：あり　部屋：３０号室

　　　　　　　　　　　　看護度：Ｂ-Ⅱ　血圧：１回/週

　11/24、「仏の声がする。怖い」と不安・妄想あり、不穏行動出現し、北病棟より東病棟Ｂユニットへ移棟。移棟後は、背後を気にする様子見られるが、介入時には、「大丈夫」と話していた。徐々に、背後を気にする事もなく落ち着いています。

　日課・プログラムの支障なく睡眠も安定。

　1/18、症状沈静安定化した為、西病棟Ｂユニットへ転棟しています。

　今後は、妄想状態を観察し日常生活に支障をきたさないように介入していきます。

菓子はスタッフ預りで１６時がお菓子の時間になります。お茶は本人が持っておりコーヒーについては、担当スタッフと本人で預かりにするのか決めてもらいます。スタッフオフィスにて預かっています。

＜猪股Ｄｒ診察＞

・駒木　洋士様～左頬下顎歯肉に口内炎があり、本人痛みを訴え、アフタゾロン軟膏１本処方となっています。

・木村　義重様～排便コントロールの為、シンラック液１本処方となっています。

・大橋　照子様～「悪いことをされそう」との訴えあり、内容を話さず不穏言動はありません。主治医より病棟での他者とのトラブル・安全管理に注意していく事伝えられ、本人了解されています。所在の確認と精神症状の観察を行っていきましょう。

・古里　勝友様～喘息が落ち着いてきている為、臨時の内科薬のテグレトール(抗てんかん剤)(100)１Ｔとジアゼパム(催眠鎮静剤・抗不安剤)(2)１Ｔ　１×夕/７Ｔが止めとなり以後定期となっています。

　　　　　　　　１/２０(日)１４時～１/２１(月)１８時まで外泊訓練と県病受診の為、外泊となっていますが出棟される際、紹介状と検査データを渡して下さい。

＜退院療養検討会議＞

・堀越　由紀子様(３５)　アルコール依存症　　任意入院　　田名部Ｄｒ

　　入院日：Ｈ19.10.5

　　退院日：Ｈ20.1.20(日)→13日以内に再受診

【退院後】

本人希望する“ささクリニック”へ通院予定

　　紹介状作成してあるので退院時に渡して下さい。

【病棟生活】

・11/22に西病棟Ａユニットへ転棟。転棟後は、何事も投げやりで「死んだほうが良い」と話されていた。活動性は低く、現在も見られている。

・男性患者様とはよく話していた

【アルコール依存症治療プログラムの様子】

・内観を途中で中断している。「消えていなくなりたい」と話され、過呼吸を起こす事があった

【家族関係】

・お父様がよく酒を飲まれており、主治医よりお父様へ「本人の目の前で飲むのは良くないので目の前で飲むのはやめて下さい」と協力をお願いしています。

・お母様は干渉的

